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	協会名
	
	協会
	記入者氏名・役職
	

	申請団体名
	

	市町村名
	
	市町村でのクラブ育成状況（申請時点）
	1． 育成中（設立済・準備中のどちらかがある）

	
	
	
	2． 未育成（設立済・準備中のどちらもない）

	活動エリア（地区･校区等を記載）
	地区　・　校区　

	＊同市町村内に既に他の総合型クラブ・準備中団体がある場合は、その団体名と活動エリア、活動内容等の違いや話し合いの状況等についても明記する。また、市町村全域が活動エリアとなっている場合も、その理由を具体的に明記する。
	

	創設支援事業申請の経緯
	＊いずれかを選択
	１．クラブアドバイザーの啓発により申請に至った場合
	⇒
	申請以前に行った啓発の実施回数
	
	回

	
	
	２．クラブアドバイザーの啓発からの申請でない場合

＊該当するものに○
	⇒
	１．基盤組織の団体または個人からの申し出により申請

	
	
	
	
	２．市町村の教育委員会や体育協会からの申し出により申請

	
	
	
	
	３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	クラブ設立タイプ
	１．行政主導

	
	２．地域住民主導

	
	３．体育協会（市町村、地区）主導

	
	４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）主導

	申請団体におけるこれまでの総合型クラブ設立に向けた活動の進捗状況
及び設立準備委員会の開催状況
	

	
	申請までの設立準備委員会の開催回数
	
	回

	キーパーソン

（氏名・肩書き）
＊複数名可
	

	申請団体に対する面談・ヒアリング回数及び内容
	回　数
	

	
	　　　回
	

	行政との

関係

＊項目ごとに該当するものに○
	１．申請を行政が主導している
	(1)はい
	(2)いいえ

	
	２．設立について行政と話をしている
	(1)している
	(2)これからする
	(3)していない

	
	３．設立について理解を得ている
	(1)得ている
	(2)まだ決まっていない
	(3)得られていない

	
	４．設立にあたって今後協力を得られる
	(1)得られる
	(2)まだ決まっていない
	(3)得られない

	
	５．具体的な行政からの支援が得られる
	(1)得られる
	(2)まだ決まっていない
	(3)得られない

	
	６．行政担当者が会議に出席している
	(1)毎回出席
	(2)時々出席
	(3)出席しない

	
	７．その他上記以外での関わりの内容
	

	
	その他特記事項
	

	申請団体名
	

	市町村体育協会との関係

＊項目ごとに該当するものに○
	１．申請を市町村体協が主導している
	(1)はい
	(2)いいえ

	
	２．設立について話をしている
	(1)している
	(2)これからする
	(3)していない

	
	３．設立について理解を得ている
	(1)得ている
	(2)まだ決まっていない
	(3)得られていない

	
	４．設立にあたって今後協力を得られる
	(1)得られる
	(2)まだ決まっていない
	(3)得られない

	
	５．具体的な支援が得られる
	(1)得られる
	(2)まだ決まっていない
	(3)得られない

	
	６．関係者が設立準備委員になっている
	(1)なっている
	(2)まだ決まっていない
	(3)なっていない

	
	７．その他上記以外での関わりの内容
	

	その他、申請団体における地域団体との連携・話し合い等の状況
	


	審査の観点
	＊いずれかに○
	該当する場合の内容

	
	①既に実質的に総合型地域スポーツクラブとして活動している団体

（多種目、多世代の活動を既に実施している。）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	
	②多種目化を図ろうとしていない団体
（基盤組織での実施種目を同じように計画【対象問わず】、もしくは基盤組織での実施種目を中心に１～２種目だけ追加した形での計画。）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	
	③幅広い世代を対象としていない団体

（成人のみ対象、もしくは幼児・小学生のみ対象とする等、幅広い世代を対象とした事業の計画がない。）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	
	④活動拠点が確保されていない団体

（活動拠点となる施設が明確となっていない）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	
	⑤対象エリアが不明確な団体

（対象エリアが“全市内”などと漠然としており、また、その人口が１０万を超える。他の総合型クラブと対象エリア・活動内容が重複している。中学校区を考慮していないと見受けられる。）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	
	⑥地域住民の参画が見受けられない、もしくは団体関係者に偏りの見られる団体。

（団体関係者が7人以下。団体関係者が基盤組織の関係者や三親等以内の親族が半数以上を占める、もしくは複数組の三親等以内の親族で構成される。）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	申請団体名
	

	
	審査の観点
	＊いずれかに○
	該当する場合の内容

	
	⑦行政の参画・協力が見受けられない団体

（行政関係者が団体関係者に含まれておらず、設立準備委員会へのオブザーバーとして等の関わりも今後予定していない。行政との話し合いが不十分、もしくは持たれていない等、協力体制を構築するのが困難だと見受けられる。）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	
	⑧設立基盤組織の財務状況から、十分な財政基盤があると判断した団体

（基盤組織の自己資金が、300万円を超える団体。）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	
	⑨法人格を持つ団体の関与が見受けられる団体

（法人格を持つ団体関係者が多数関与している。法人格を持つ団体で実施している種目・活動内容【対象問わず】と重複または類似している。）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	
	⑩利益相反、利益誘導が疑われる団体

（団体関係者の関係する、もしくは所属する法人・団体への発注や業務の委託、入出金等が見受けられる、あるいは予定している。）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	
	⑪設立に向けた十分な話し合いが行われていない団体

（設立に向けた話し合いや見通しが不十分であり、本事業の趣旨等が十分に理解されていないと見受けられる）
	該当しない
	

	
	
	該当する
	

	

	ヒアリングや申請書類からのクラブアドバイザーとしての所見

	

	クラブアドバイザーとしての指導・助言内容及び指導・助言により改善したこと

	


